
   
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 

 

法人名 
社会福祉法人 

共友会 
代表者 岩尾 貢 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

住み慣れた地域で暮らし続けることを大切に「ケアの流れを変える支援」「人生の最後

まで寄り添う支援」「共生型サービスの実施」を行っている。 

生きがいの持てる活動づくりとして「就労等の日中活動支援」「若年性認知症の方への

支援」「高齢障害者支援」を実施している。 

相談支援の拠点づくりとして「地域の方が気軽に立ち寄れる場」「誰もが相談できる場」

を作っている。 

事業所名 
小規模多機能ホーム 

やたの 
管理者 佐野 正人 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 ０人 ４ １ ４ １ １ ２ ０ １４人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の 

確認 

①家族が意見や要望が伝えや

すい関係及び連携を深める

ために、家族と交流できる機

会を増やす。 

・家族を交えてのカンファレン

スの開催 

・家族と職員及び家族同士が交

流できる企画を検討する。企

画によって地域の方も交え

て開催できないかを検討す

る。 

②本人の気持ちや意見を確認

する機会を作り、ライフサポ

ートプランの目標に反映さ

せる。 

・本人を交えてのカンファレン

スの開催 

・プラン変更、作成前に時間を

持ち、本人の意向や「～した

い」ことを毎回、確認する。 

③圏域の高齢者総合相談セン

ターとの関係を作る。 

・毎月１回の通信を持参する。 

・持参した時に情報交換を行う 

①本人を交えたカンファレンスの

実施には取り組めているが、ご

家族を交えてのカンファレンス

の実施までには至っていないケ

ースが多い。コロナの影響もあ

り、家族同士や地域の方を交え

ての交流企画までの立案ができ

なかった。 

②「～したい」という希望が伝え

られる方については積極的にサ

ービスにつなげているが、スタ

ッフ主導で行っていることも多

く、利用者個々の「～したい」の

支援までには至っていない場合

もある。 

利用者一人ひとりの「～したい

ことを集める工夫」や「したいこ

との実現」に向けての話し合い

も十分に持てていない。 

③令和４年度より圏域の高齢者総

合相談センターが主催する地域

ミニ会議に定期的に参加できて

いる。それ以外に必要に応じて

関係機関や医療機関との会議を

・全体的、日常のケアについては

職員の皆さんは「出来ている」

という評価となっているが、一

歩踏む込んで「その人がしたい

こと」を汲み取ることやその支

援という部分が「出来ていな

い」と評価されている方が多い

ように感じた。本人と話をして

聞き取る時間を持つことは大変

だと思うが実践に向けて取り組

んで欲しい。 

 

①本人の気持ちや意見を確認す

る機会を作り、ライフサポート

プランの目標に反映させる。 

・プラン変更、作成前に時間を持

ち、本人の意向や「～したい」

ことを毎回、確認する。 

・普段の記録の目的やポイントを

スタッフ間で共有し、ライフサ

ポートプランと連動できてい

る体制を整える。 

②家族が意見や要望が伝えやす

い関係及び連携を深めるため

に、家族と交流できる機会を増

やす。 

・家族を交えてのカンファレンス

の開催 

・家族と職員及び家族同士が交流

できる企画を検討する。企画に

よって地域の方も交えて開催

できないかを検討する。 

 



・地域ケア会議等への参加 実施している。オンラインを活

用した情報交換や電話での情報

交換も積極的に行っている。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

地域の方など、誰でも気軽に立

ち寄りたいと感じる環境づく

り、雰囲気づくりを行う。 

・職員間で話し合を持ち、外観

や室内のしつらえの見直し

やコンセプトを考え、それに

応じたしつらえ、環境づくり

を行う。 

・自動販売機等の再設置や天候

が良い時に利用者と一緒に

テラスで過ごす等、テラスが

活用できている状況を作る。 

・玄関周りの整理整頓、季節感

が感じられる装飾や花等を

飾る。 

・外観やしつらえの見直し、立ち

寄りたい雰囲気を作るための話

し合いは十分に持てていない。

環境整備の担当職員を定めてい

たが、その職員との連携も不十

分であった。 

事業所の外にある花壇は地域の

方が世話や季節に応じた花の植

え替えを行ってくれている。 

・自動販売機を再設置したことで

地域の方が利用される様子が見

られる。地域の方がテラス席を

利用される様子までは見られな

いが、天気の良い日は利用者と

職員がその場所でお茶をするな

どの様子がある。 

・玄関周りが乱雑になっている状

況やしつらえが不十分な状況が

ある。整理整頓やしつらえを積

極的に整えるなどの意識を統一

していく必要がある。 

・雰囲気はいい。 

・グループホームの面会室を新た

に整備され、小規模の方もそち

らを利用している。コロナ禍の

中で工夫しながら面会する機会

を作っていることは素晴らしい

ことだと思う。 

・外観も綺麗で、中に入っても温

かい雰囲気を感じる。 

・玄関は鍵がかかっておらず、開

放的に感じるが、逆に利用者が

一人で外に出るなどの不安を感

じてしまう。 

・（不審者対策として）来訪者への

センサー等の設備や対策も必要

なのではないか。 

  

地域の方など、誰でも気軽に立ち

寄りたいと感じる環境づくり、雰

囲気づくりを行う。 

・担当職員を決め、その職員を中

心に、職員間で話し合を持ち、

外観や室内のしつらえの見直

しやコンセプトを考え、それに

応じたしつらえ、環境づくりを

行う。 

・天候が良い時に利用者と一緒に

テラスで過ごす、地域の方と一

緒にお茶をする等、テラスが活

用できている状況を作る。 

・玄関周りの整理整頓、季節感が

感じられる装飾や花等を飾る。 

・不審者対策も併せて検討してい

く。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

①地域の方との関わりが持て

るように、地域の方に事業所の

こと、取り組んでいることを知

ってもらう工夫、機会を作る。 

・定期的に作成している通信を

関係ある場所や人に配布す

る。 

・いきいきサロンに参加されて

いる方に事業所の通信や事

業所で行う行事の案内を配

布する。 

・法人ホームページを活用し、

①事業所で作成している通信を定

期的に地域の人や関係場所に配

布しており、活動や取り組みを

伝える機会となっている。 

それ以外のホームページを活用

することや事業所で毎週木曜日

に実施している「ものづくり活

動」を地域の方に案内するまで

は行えていない。 

②通信に地域の相談を受け付ける

案内を入れて、配布している。地

域の方が気軽に相談できるまで

・職員は地域の方にしっかりあい

さつ出来ている。 

・（グループホームからの）在宅復

帰時に地域の方を交えた会議を

開催してくれたり、自宅に戻った

後も近所の方や小規模多機能の

協力があり非常に助かっていま

す。皆さん声をかけてくれたり、

心配なことがあれば家族に連絡

してくれるのでありがたいです。 

  

 

①地域の方との関わりが持てる

ように、地域の方に事業所のこ

とや取り組んでいることを知

ってもらう工夫、機会を作る。 

・より事業所の取り組みなどを知

ってもらうために、通信の内容

を充実させ、配布を継続してい

く。町内の回覧板も活用する。 

・法人ホームページを活用し、事

業所の活動や取り組みを紹介

する。 

②地域の方が気軽に相談できる



事業所の活動や取り組みを

紹介する。 

・事業所で行っている活動や企

画を地域の方に案内し、事業

所に来ていただく機会を作

る。 

②地域の方が気軽に相談でき

る場所となる。 

・民生委員の方と地域の情報交

換を行う。 

・通信等を活用し、相談の案内

を行う。 

の関係性はできていないが、利

用されている方や近所の方が友

人や知人で気になる方がいると

相談があり、令和３年４月から

令和５年２月の間に４件の地域

の相談を受け付けている。小規

模多機能への利用につなげたケ

ースや宅配弁当の支援につなげ

たケースがある。 

民生委員とは運営推進会議の資

料を配布する時などを利用し

て、定期的に情報交換できてい

る。 

場所となる。 

・民生委員の方と関係を作り、地

域の情報交換を行う。 

・事業所で行っている「ものづく

り活動」の時間を地域の方との

交流の場となるように、地域の

方の声を参考に、参加しやすい

場を作る。 

 その場を活用し、地域の困りご

との確認や地域の情報を得て

いく。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

①事業所がある地域で開催さ

れる行事やサロン等に参加

し、地域の方との関係を作

る。 

・普段の買い物などを利用者と

一緒に出かける。 

・地域の行事等の情報を得て、

参加していく。 

②利用者個々の地域で行われ

ている行事に参加できる、社

会資源を活用できる支援を

行う。 

・一人ひとりの軒下マップを作

成し、個々の社会資源やその

関係を知る。 

・本人の暮らしを考える時に、

軒下マップや本人・家族の話

から支えてくれる方を見つ

け、その方に意見を得る。 

①感染対策をしながらどのように

したら関わりが持てるのかを考

え、事業所がある地域で開催さ

れているいきいきサロンに参加

できている。 

また、利用者個々の支援として、

その方が住んでいる地域で開催

されているいきいきサロンに継

続して参加できるように支援で

きている。サロンが休みの日な

どは通いサービスを変更するな

ど柔軟に対応している。 

②コロナ禍で地域に出向いての活

動ができない時期だからこそ、

情報を集め、軒下マップを作成

し、取り組みが出来るようにな

った時に、その情報を活用でき

るように作成に取り組んでい

る。 

ただ、情報収集する手段が十分

でないこともあり、得られてい

る情報量が少ない。利用者によ

って作成内容に差が見られる。 

・コロナ禍であり、まだ、地域との

かかわりは十分に取りくめてい

ないと思う。以前、矢田野太鼓が

ホームを訪問し、子供たちが太鼓

を披露している様子を見たこと

がある。 

・十人十色で皆さん考え方が違う

為、それを知るための取り組み

を考えていくとよいのではない

か。 

  

①事業所がある地域で開催され

る行事やサロン等に参加し、地

域の方との関係を作る。 

・普段の買い物などを利用者と一

緒に出かける。 

・地域の行事等の情報を得て、参

加していく。 

②利用者個々の地域で行われて

いる行事に参加できる、社会資

源を活用できる支援を行う。 

・本人との関わりの場面やカンフ

ァレンスの場面で軒下マップ

を持参し、得られた情報はすぐ

に軒下マップに記載していく。 

・一人ひとりの軒下マップを参考

に、記載されている人や場所な

どの関係を知り、支援につなげ

られることがないか本人や家

族と一緒に考える時間を持つ。 

 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

①運営推進会議が開催できな

い時期は、資料を送付後に、

電話や訪問などで積極的に

意見を確認できる環境を整

える。 

運営推進会議の開催が可能

になった時は地域の情報や

相談を丁寧に確認し、事業所

として出来ることを一緒に

考えてもらえる関係を作る。 

②会議に職員が交代で参加し、

地域の方と交流できる、相談

できる関係づくりを行う。参

加していない職員には、議事

録の回覧やミーティングで

会議の内容を報告するなど、

どのようなことが話し合わ

れたのかが分かるための環

境を整える。 

①運営推進会議を書面で代替えし

ている状況であり、令和４年５

月から意見シートを同封して意

見がもらえる環境を作ってい

る。また、配布している資料の取

り組みについて、イメージを持

っていただけるように、行事や

企画を行っている時の様子を具

体的に記載している。また、写真

を入れた通信も同封している。 

②運営推進会議が定期的に開催で

きておらず、職員が交代で参加

できている状況には至っていな

い。１２月に開催した時は前回

と違う職員が参加している。 

・運営推進会議のように地域の方

が集まってくれるということは、

普段からの関係づくりがあるから

こそだと感じる。 

 

①運営推進会議の開催が可能に

なった時は地域の情報や相談

を丁寧に確認する。 

地域のことや事業所のことを

一緒に考えてもらえる関係を

作る。 

②地域の方と顔がつながるよう

に、会議に職員が交代で参加す

る。 

職員全員が会議の中でどのよ

うなことが話し合われたのか

知ることができるように、議事

録の回覧やミーティングで会

議の内容を報告する。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

①スタッフの防災意識や災害

発生時の対応力を高めるこ

とを目的に、実際に動ける訓

練を定期的に開催する。 

②地域の方に事業所のことや

どのような利用者が利用さ

れているのかを知っていた

だくために、地域の防災士等

と防災や災害について話し

合う機会や訓練に参加して

もらう機会を作る。 

①７月に地震が起き、その後火災

が発生したという想定で訓練を

行った。コロナ禍ということも

あり、地域の方の参加までは行

えていない。令和３年度は９月

（火災訓練）、１月（火災訓

練）に実施した。 

夜間の火災対応の訓練は行って

いるが、地震や水害の訓練が行

えていない。 

②地域の防災士との連携や話しを

する機会は持つことが出来なか

った。また、訓練自体も実践的

な訓練までの取り組みや訓練を

参考にマニュアルを見直すまで

の取り組みは行えていない。 

災害が発生した時に、事業所が

所在する地域だけでなく小松市

とどのように連携し、情報を共

・水害などの災害時に登録されて

いる利用者の状況の確認や避難が

必要な状況時の支援方法について

考えて欲しい。 

・防災について矢田野地区のいき

いき協議会が母体となっている防

災士会や矢田野校下防災組織があ

り、避難訓練の時に要介護者をど

のように避難させたらよいかとい

う介護の部分について知りたいと

思っているため、その部分に協力

していくこともよいのではない

か。 

・実際に災害が起き、指定された避

難所に避難した時に介護が必要な

方等で、そこでの生活が難しいい

と判断した時に（寝る場所の確保、

介護の支援が受けられるかなど）、

事業所として相談を受けることが

①スタッフの防災意識や災害発

生時の対応力を高めることを

目的に、実際に動ける訓練を定

期的に開催する。 

・火災と災害の両方の訓練を実施

する。 

・訓練とマニュアルが連動させ、

動けるマニュアルを作成する。 

②地域の方に事業所のことやど

のような利用者が利用されて

いるのかを知っていただく。 

・地域の防災士や校下の防災組

織と災害について話し合う機

会や訓練に参加してもらう機

会を作る。 

・災害が発生した時に地域の困

りごとを確認し、事業所とし

て何ができるのかを検討す

る。 



有していくのかが課題となって

いる。 

事業所が災害時に大きな被害を

受けていない場合に、発電機も

備えているため、近隣の方の一

時的な避難所としての機能を果

たすことが可能なのかを検討し

ている。そのことについて地域

の方と相談するまでには至って

いない。 

災害時に必要となる物品の確認

や備蓄品の定期的な確認は行え

ている。 

できる体制を整えて欲しい。 

・協力体制を確保するために、災害

が発生した時の小松市や事業所間

の連絡網や夜間に災害が発生した

時の対応方法を明確にする必要が

あるのではないか。 



 


